
第３次島田市男女共同参画行動計画（令和元～５年度）実施計画書

基本情報（計画での位置づけ）
区分 Ⅱ

基本的施策 7

事業シート（事業番号　）

項目 45

内容

事業 65 子育て応援課

　■実績（値）・年度ごとの評価

評価モデル ②

平成30年度
（2018）

※現状（値）

令和5年度
（2023）

※目標（値）

指標 自立支援教
育訓練

高等職業訓
練

自立支援教
育訓練

高等職業訓
練

自立支援教
育訓練

高等職業訓
練

自立支援教
育訓練

高等職業訓
練

自立支援教
育訓練

高等職業訓
練

計画
（年度ごとの目標

等）
2 3 2 2 2 2 3 2 3 2

実績（値） 1 1 1 0 4 3

達成率 50.0 33.3 50.0 0.0 200.0 150.0

B B- B C A A

41.7 25.0 175.0

事業シート（事業番号　）

項目 46

内容

事業 66 教育総務課

　■実績（値）・年度ごとの評価

評価モデル ②

平成30年度
（2018）

※現状（値）

令和5年度
（2023）

※目標（値）

指標 周知回数 周知回数 周知回数 周知回数 周知回数

計画
（年度ごとの目標

等）
8 8 8 8 8

実績（値） 8 8 8

達成率 100.0 100.0 100.0

A A A

100.0 100.0 100.0

担当課ひとり親家庭に対し、医療費助成・児童扶養手当等の援助を行うほか、支援員による相
談・情報提供を行う。

医療費助成、児童扶養手当、自立支援給付金、相談業務の実施

年度単位評価

窓口での相談業務のほか、島田市子育て応
援サイト等で情報を発信していく。

児童生徒への就学援助

目標達成のため
の取組

学校と連携し、保護者への制度の周知に努
める。

令和5年度（2023）

年度単位評価

令和元年度（2019） 令和2年度（2020） 令和3年度（2021） 令和4年度（2022）

A A A

安全・安心な暮らしの実現

生活に困難を抱える人が安心して暮らせる環境の整備

ひとり親家庭支援事業の充実

目標達成のため
の取組

担当課
経済的理由により就学困難な家庭に対し、小中学生の就学に要する経費を援助する。

要保護及び準要保護児童生徒援助費補助金

実績から見た評価理由

令和元年度（2019） 令和2年度（2020） 令和3年度（2021） 令和4年度（2022） 令和5年度（2023）

自立支援教育
訓練資格取得

1人
高等職業訓練
促進給付申請

2人

自立支援教育
訓練資格取得3

人
高等職業訓練
促進給付申請2

人

評価
B B- A

5か年の総合評価
※評価の平均

年間周知回数８回

①ホームページ
②広報しまだ
③在校生全員(12月)
④新小１生へ就学時
健診案内と送付
⑤新中１生へ全員配
布
⑥学校説明会
⑦保育支援課等来
庁者への案内
⑧転入者に学校事
務室にて案内

年間周知回数８
回を実施する。

実績から見た評価理由

評価

5か年の総合評価
※評価の平均

経済的理由により就学困難な家庭に対し、小中学生の就学に要する経費を援助するために、今後も学校と連携し、年間を通して保護者への制度の周知に努めていくことを目標とした。

R3年度
目標：自立支援教育訓練2人、高等職業訓練2人
実績：自立支援教育訓練4人、高等職業訓練3人
申請対象となる児童扶養手当資格世帯に制度説明のチラシを配布し周知している。



事業シート（事業番号　）

項目 47

内容

事業 67 長寿介護課

　■実績（値）・年度ごとの評価

評価モデル ②

平成30年度
（2018）

※現状（値）

令和5年度
（2023）

※目標（値）

指標 男性の相談
員数

男性の相談
員数

男性の相談
員数

男性の相談
員数

男性の相談
員数

現状値
（2018）～
目標年

（2023）伸び
率

計画
（年度ごとの目標

等）
2 2 2 2 2 0

実績（値） 1 1 1 -2

達成率 50.0 50.0 50.0 #DIV/0!

B B B #DIV/0!

50.0 50.0 50.0

事業シート（事業番号　）

項目 48

内容

事業 68 包括ケア推進課

　■実績（値）・年度ごとの評価

評価モデル ①

平成30年度
（2018）

※現状（値）

令和5年度
（2023）

※目標（値）

指標 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

現状値
（2018）～
目標年

（2023）伸び

計画
（年度ごとの目標

等）
55 70 80 90 95 36

実績（値） 61 68 73 -59

達成率 110.9 97.1 91.3 -163.9

A A A #N/A

110.9 97.1 91.3

2 2

A A A

評価

59 95

居場所実施箇
所数（箇所）

居場所実施箇
所数（箇所）

社会福祉協議会や生活支援コーディネーターと連携し、居場所の把握が進んだため。

B B B

介護相談員派遣事業の充実

目標達成のため
の取組

広く多様な相談員を確保するため、広報しま
だにおいて募集をする。

担当課
介護相談員を介護保険施設等へ派遣し、介護サービスの質の向上を図る。

介護相談員派遣事業における相談員の配置

令和5年度（2023）

年度単位評価

令和元年度（2019） 令和2年度（2020） 令和3年度（2021） 令和4年度（2022）

男性の
介護

相談員数

男性の
介護

相談員数

令和元年度（2019） 令和2年度（2020） 令和3年度（2021） 令和4年度（2022）

5か年の総合評価
※最終年度数値の目標達

成率

実績から見た評価理由

地域における高齢者の居場所づくりの推進

目標達成のため
の取組

　地域支援事業として実施し、居場所の開
設、整備をしようとする団体に対し、物品購入
等の補助を行うことで、居場所の設置の促進
を行う。
　島田市社会福祉協議会と連携し、効率的か
つ効果的に実施していく。

担当課

高齢者に公会堂等を開放し、地域における居場所づくりを推進する。

居場所づくり事業

・現任介護相談員に、男性で介護相談員になってくれる方がいれば紹介してもらうよう依頼した。
・介護相談員の募集にあたり、FMしまだ「マイホームタウン島田」により活動内容や応募資格を広報する際に、男性の応募について呼びかけを行った。

評価

5か年の総合評価
※最終年度数値の目標達

成率

実績から見た評価理由

令和5年度（2023）

積み上げ評価



事業シート（事業番号　）

項目 49

内容

事業 69 福祉課

　■実績（値）・年度ごとの評価

評価モデル ②

平成30年度
（2018）

※現状（値）

令和5年度
（2023）

※目標（値）

指標
一般就労
移行者数
（人）

一般就労
移行者数
（人）

一般就労
移行者数
（人）

一般就労
移行者数
（人）

一般就労
移行者数
（人）

計画
（年度ごとの目標

等）
10 10 10 10 10

実績（値） 8 5 7

達成率 80.0 50.0 70.0

A B B+

80.0 50.0 70.0

事業シート（事業番号　）

項目 50

内容

事業 70 社会教育課

　■実績（値）・年度ごとの評価

評価モデル ①

平成30年度
（2018）

※現状（値）

令和5年度
（2023）

※目標（値）

指標 親学講座参
加者数（人）

親学講座参
加者数（人）

家族教室参
加者数（人）

家族教室参
加者数（人）

家族教室参
加者数（人）

計画
（年度ごとの目標

等）
80 90 100 110 120

実績（値） 43 35 25

達成率 53.8 38.9 25.0

B B- B-

53.8 38.9 25.0

自立支援協議会における「しごと部会」を通じて、公共職業安定所のほか福祉、教育、労働の各分野の関係機関と連携し、就労支援に関する取組を進めてきたが、移行者数については目標値
を下回った。

5か年の総合評価
※評価の平均

障害のある人の多様な社会参加の推進
目標達成のため

の取組
就労に係る福祉サービスを充実させること
で、障害のある方の就労を支援する。

担当課
障害のある人の自立や多様な社会参加の促進が図れるよう支援を行う。

障害者の就労支援

評価
A B B+

福祉施設利用
から一般就労
への移行者数

11人

福祉施設利用
から一般就労
への移行者数

10人

令和5年度（2023）

年度単位評価

令和元年度（2019） 令和2年度（2020）

令和5年度（2023）

積み上げ評価

令和元年度（2019） 令和2年度（2020） 令和3年度（2021） 令和4年度（2022）

実績から見た評価理由

若者の自立支援

目標達成のため
の取組

ひきこもりに悩む当事者や保護者に対し相談
窓口の開設、対応を学ぶ学習会の開催、支
援機関の周知を行う。

担当課
ひきこもり等社会参加が困難な状況にある若者に向けた支援を行う。

ひきこもり、若年無業者等に対する支援

評価
B B- B-

5か年の総合評価
※評価の平均

親学講座参加
者数35人

親学講座参加
者数：120人（定
員×４回）

実績から見た評価理由
今年度は、回数を４回⇒３回に減らした分、1回あたりの講演時間を延長し、内容を充実させて実施した。

参加人数については、コロナ禍の影響もあり目標値を下回ったが、参加者からは現状から一歩ずつ前進するヒントになり、これからも頑張っていこうという後押しになった等の意見が寄せられ
ていた。

来年度からは、福祉課と連携して講座を実施できるよう調整を図っていく。
※令和３年度より「親学講座」から「家族教室」に名称を変更した。

令和3年度（2021） 令和4年度（2022）



事業シート（事業番号　）

項目 51

内容

事業 71 商工課

　■実績（値）・年度ごとの評価

評価モデル ②

平成30年度
（2018）

※現状（値）

令和5年度
（2023）

※目標（値）

指標 ｾﾐﾅｰ開催
数（回）

ｾﾐﾅｰ開催
数（回）

ｾﾐﾅｰ開催
数（回）

ｾﾐﾅｰ開催
数（回）

ｾﾐﾅｰ開催
数（回）

計画
（年度ごとの目標

等）
2 2 2 2 2

実績（値） 2 1 0

達成率 100.0 50.0 0.0

A B C

100.0 50.0 0.0

事業シート（事業番号　）

項目 51

内容

事業 72 福祉課

　■実績（値）・年度ごとの評価

評価モデル ①
平成30年度
（2018）

※現状（値）

令和5年度
（2023）

※目標（値）

指標 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

現状値
（2018）～
目標年

（2023）伸び
率

計画
（年度ごとの目標

等）
63 64 65 66 67 5

実績（値） 56 63 62 -62

達成率 88.9 98.4 95.4 -1240.0

評価 A A A #N/A

Ｒ3年度
目標：自立相談支援計画に関する支援計画（プラン）作成数65人

実績：62人
達成率95.4％

関係機関と連携して開催を計画して参加者の募集まで行ったが、まん延防止等重点措置の発令により実施ができなかったため。

令和元年度（2019） 令和2年度（2020） 令和3年度（2021） 令和4年度（2022）

生活困窮者の自立支援

目標達成のため
の取組

NPO団体と連携し、働きたくても働けない若者
を対象に就職を目的としたセミナー等を開催
する。

担当課

ひきこもり等社会参加が困難な状況にある若者に向けた支援を行う。

若者就労支援事業

令和5年度（2023）

年度単位評価

生活困窮者の自立支援

目標達成のため
の取組

生活困窮者自立支援法に基づく事業や食糧
支援等事業の充実をはかる。

担当課
生活困窮者自立支援制度に基づく、自立相談支援事業や住居確保給付金などを行う。

生活困窮者の自立支援

評価
A B C

5か年の総合評価
※評価の平均

ｾﾐﾅｰ開催数
２回

ｾﾐﾅｰ開催数
２回

実績から見た評価理由

令和5年度（2023）

積み上げ評価

令和元年度（2019） 令和2年度（2020） 令和3年度（2021） 令和4年度（2022）

自立相談支援
線事業におけ
る支援計画（プ
ラン）作成（件）

62

自立相談支援
線事業における
支援計画（プラ
ン）作成（件）

67

5か年の総合評価
※最終年度数値の目標達

成率

実績から見た評価理由


